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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

Fractalkinc(CX3CLl)は腫瘍の進展や転移の調節に重要な役割をしているケモカインとして知られている。

Fractalkineは月干臓猾 む種々の臓器で発現し、その受容体(CX3CRl)は NK細 胞・CD8+T細 胞・単球・樹状細胞

などの免疫担当細胞で発現が認められる。Fractakineを発現している腫瘍細胞は、その受容体(CX〕CRl)を発現

するリンパ球などを腫瘍部位にリクルートすることにより腫瘍免疫に影響を与えると推測される。またЛ重瘍細胞がこ

の受容体を発現すると、オートクライン的に作用し、増殖・アポトーシスに影響すると考えられる。以上のことから、

このシグナル伝達系は癌の予後を予測しうる可能性がある。本研究においては、肝細胞癌において

■act‐ine―CX3CRl受 容体経路が予後因子になるか否かを検討した。

56例 の肝細胞癌において、tactattnOとその受容体 CX3CRlの 発現を免疫染色法およびウエスタン・プロット

法にて測定した。その結果を臨床病理学的知見との相関を検討した。ケモカインと受容体の両方とも高発現して

いたのは14例で全体の25%で あつた。これ以外の群では、再発・分裂像の増加・低分化型組織像が有意に高

頻度であつた。生存曲線をKaphn‐Metr法 で描き、統計的に解析したところ、共に発現している群はdsease■ee

st討ivalとoverau stwivalの両方において有意に予後良好であつた。多変量解析により、iactakne―CX3CRIの

発現は独立した予後良好因子であることが判明した。


